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堡
眩 麒靡

次 な る

茨 木 へ。

令

和

元

年

総

〈
〓

令
和
元
年
５
月
３０
日
午
後
４
時
よ
り
、

福
祉
文
化
会
館

３
０
２
号
室
に
お
い
て
、

令
和
元
年
度
の
茨
木
市
自
治
会
連
合
会

の
総
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

は
じ
め
に
、
市
民
憲
章
の
唱
和
を
行

い
、
山
国
会
長
の
あ
い
さ

つ
が
あ
り
ま

し
た
。
今
回
の
総
会
で
は
、
福
岡
市
長
と
下

野
議
長
を
お
招
き
し
、
ご
あ
い
さ
つ
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。

ま
た
、
平
成
３０
年
６
月
１８
日
発
生
の

大
阪
北
部
地
震
に
お
い
て
、
地
域
の
実

情
に
応
じ
た
災
害
対
応
へ
の
尽
力
と
市

民
生
活
の
早
期
復
旧
へ
の
貢
献
に
つ
い

て
、
福
岡
市
長
か
ら
、
各
地
区

・
校
区

連
合
自
治
会
に
、
感
謝
状
が
贈
呈
さ
れ

ま
し
た
。
各
地
区

・
校
区
連
合
自
治
会

を
代
表
し
、
山
国
会
長
が
感
謝
状
を
受

け
取
ら
れ
ま
し
た
。
　

　

´

そ
の
後
、
平
成
３０
年
度
の
事
業
報
告

並
び
に
収
入

。
支
出
決
算
報
告
を
行
い
、

承
認
を
得
ま
し
た
。
ま
た
、
令
和
元
年

度
事
業
計
画
並
び
に
収
入

。
支
出
予
算

案
に
つ
い
て
も
承
認
を
得
ま
し
た
。

今
年
度
は
、
９
地
区

。
校
区
の
連
合

会
長
が
交
代
し
ま
し
た
。
今
年

一
年
も

新
し
い
メ
ン
バ
ー
、
役
員
と
と
も
に
皆

さ
ん
の
お
役
に
立
て
れ
ば
と
思

っ
て
お

り
ま
す
。
ど
う
ぞ
、
よ
ろ
し
く
お
願
い

し
ま
す
。

茨 木 に は、次 が ある。

山国会長福岡市長下野議長

感謝状贈呈の様子総会の様子

回 覧
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令和元年度

茨本市自治会連合会役員
よろしくお願いします。

最

蜃

〈「
和
元
年
度
事
業
計
画

本
会
は
、
地
域
の
中
心
的
な
役
割
を

担

っ
て
い
る
自
治
会
相
互
の
親
睦
と
地

域
住
民
の
福
祉
の
増
進
を
図
る
こ
と
を

目
的
と
し
、
心
の
通
う
豊
か
な
地
域
社

会
の
構
築
を
目
標
と
し
て
い
ま
す
。
ま

た
、
「地
域
づ
く
り
」
は
、
住
民
の
参
加

と
協
力
、
そ
し
て
行
政
と
の
連
携
を
図

り
な
が
ら
進
め
て
い
く
こ
と
が
、
住
み

よ
い
地
域
づ
く
り
に
繋
が
る
も
の
で
あ

り
ま
す
。

令
和
元
年
度
は
、
会
員
の
意
識
啓
発

と
と
も
に
、
地
区
連
合
自
治
会
の
協
力

を
得
な
が
ら
、
快
適
で
安
全
な
地
域
づ

く
り
に
向
け
て
次
の
事
業
を
実
施
し
て

ま
い
り
ま
す
。

総
会
の
開
催

５
月
３０
日
（木
）
午
後
４
時

福
祉
文
化
会
館
３
０
２
号
室

機
関
紙

「連
合
会
報
」
の
発
行

年
２
回
　
各
８
，
３
０
０
部

研
修
会
の
実
施

地
区
連
合
自
治
会
長
研
修
会

四
、
視
察
研
修
会
の
実
施

他
市
と
の
意
見
交
換
会
、
視
察
、

公
共
施
設
等
見
学

五
、
自
治
会
長
説
明
会
の
開
催

４
月
２５
日
（木
）
、
５
月
６
日
（月
）

福
祉
文
化
会
館
文
化
ホ
ー
ル

出
席

２
３
７
人

※
茨
木
市
、
日
本
赤
十
字
社
大
阪

府
支
部
茨
木
市
地
区
と
合
同
で
開
催

六
、
自
治
会
ハ
ン
ド
ブ

ッ
ク
の
配
布

・

自
治
会

ハ
ン
ド
ブ

ッ
ク
概
要
版
の
作

成

・
回
覧
板
の
販
売

七
、
自
治
会
加
入
促
進
等

宅
建
協
会
お
よ
び
不
動
産
協
会
、

茨
木
市
と
の
自
治
会

へ
の
加
入
促
進

に
関
す
る
協
定
に
基
づ
き
、
「自
治
会

加
入
促
進
チ
ラ
こヽ

「自
治
会
加
入
依

頼
書
」
を
契
約
者
に
配
布
す
る
。

機
関
紙

「連
合
会
報
」

へ
の
掲
載

等
に
よ
り
地
区
連
合
自
治
会

へ
の
未

Ｌ

加
入
自
治
会
の
加
入
促
進
を
単
位
自

治
会

へ
周
知
す
る
。

八
、
自
治
会
活
動
の
推
進
及
び
活
発
化

活
発
な
自
治
会
活
動
を
機
関
紙

「連
合
会
報
」
へ
掲
載
し
、
単
位
自
治

会

へ
周
知
す
る
。

九
、
防
災
意
識
の
高
揚

機
関
紙

「連
合
会
報
」
等
に
よ

っ

て
防
災
意
識
の
啓
発
を
行
う
ｃ

十
、
自
治
会
運
営
に
関
す
る
諸
問
題
相

談
事
業
各
地
区
連
合
自
治
会
か
ら
の
相
談

を
受
け
る
。

一日
治
会
等
表
彰
制
度
の
創
設

茨
木
市
で
は
、
地
域
活
動
の
中
心
的

な
役
割
を
担

っ
て
い
た
だ
い
て
い
る
自

治
会
の
方
々
や
、
そ
の
活
動
に
対
し
て
、

多
大
な
る
ご
尽
力
を
い
た
だ
い
て
い
る

方
々
に
感
謝
の
意
を
表
す
る
表
彰
制
度

を
創
設
し
ま
し
た
ｃ

こ
の
表
彰
制
度
は
、
自
治
会
等
の
役

員
の
方
々
を
は
じ
め
、
自
治
会
活
動
な

ど
の
発
展
に
寄
与
し
て
い
た
だ
い
た
地

域
住
民
、
地
域
の
企
業
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
や
各

種
団
体
な
ど
の
方
々
を
対

‥象
に
、
そ
の

功
績
が
特
に
顕
著
で
あ
る
方
を
、
地
区

連
合
会
会
長
、
地
域
白
治
組
織
会
長
よ

―、

役 職 氏  名 校区名

会  長 山 口 正弘 沢 池

副会長 長田 佳久 玉  島
副会長 長谷 光雄 耳  原
会  計 大島 一夫 三  島
幹  事 三輪 紀雄 西

監  査 岡崎 義彦 中 条
監 査 大西  稔 安威.忍頂寺

り
推
薦
を
い
た
だ
き
、
表
彰
及
び
感
謝

状
を
贈
呈
す
る
も
の
で
す
。

問
合
先
茨
木
市
　
市
民
協
働
推
進
課

８
６
２
０
１
１
６
０
４

（直
通
）

・大
阪
．北
部
地
．震
か
ら

．　
　
　
■
年
を
経
て
・

平
成
３０
年
６
月
１８
日
、
午
前
７
時
５８

分
、
震
度
６
弱
の
揺
れ
が
本
市
を
襲

い

ま
し
た
。
そ
の
後
、
約
１
週
間
は
震
度

１
以
上
の
余
震
が
６．
回

↑
つ
ち
震
度
３

以
上
が
６
回
）
あ
り
、
不
安
な
日
々
が

続
き
ま
し
た
。

日
本
は
地
震
が
多
い
国
で
あ
り
、
ま

た
い
つ
起
き
て
も
お
か
し
く
あ
り
ま
せ

ん
ｃ
３０
年
以
内
に
７０
～
８０
％
、
５０
年
以

内
に
９０
％
と
高
い
確
率
で
の
発
生
が
予

測
さ
れ
て
い
る
南
海
ト
ラ
フ
地
震
は
、

市
内
だ
け
で
全
壊
の
家
屋
が
約

４
０
０

棟
、
負
傷
者
が
約
６
５
０
人
と
、
大
阪

北
部
地
震
よ
り
も
さ
ら
に
大
き
な
被
害

が
予
想
さ
れ
ま
す
。

昨
年
の
地
震
を
経
験
し
た
か
ら
こ
そ

わ
か
る
こ
と
も
多
く
あ
る
は
ず
で
す
。

備
え
を
す
る
か
し
な
い
か
で
、
被
害
の

状
況
が
大
き
く
変
わ
り
ま
す
。
ご
自
身

や
大
切
な
ご
家
族
な
ど
を
守
る
た
め
、

災
害
に
備
え
て
、
次
の
対
策
を
行
う
な
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ど
、
今

一
度
、

―
ビ
ま
し

ょ

つヽ
。

隋
対
策
１
　
家
具
の
配
置
換
え
や
転
倒

防
止
―

阪
神

・
淡
路
大
震
災
で
は
、
６
，
４
０

０
人
を
超
え
る
方
が
お
亡
く
な
り
に
な

り
、
そ
の
死
亡
原
因
の
約
８
割
が
家
屋

や
家
具
の
転
倒
な
ど
に
よ
る
窒
息
死
や

圧
死
で
し
た
。
ま
た
、
大
阪
北
部
地
震

に
お
い
て
は
、
本
棚
の
転
倒
に
よ
り
、

一
人
の
尊

い
命
が
失
わ
れ
ま
し
た
。
明

曰
く
る
か
も
し
れ
な
い
地
震
に
備
え
て
、

命
を
守
る
対
策
を
今
す
ぐ
始
め
ま
し
ょ

うゝノ。
１
　
家
具
の
配
置
を
見
直
し
ま
し
ょ
う

ポ
イ
ン
ト
　
①
家
具
の
向
き
を
変
え
る
、

②
背
の
高
い
家
具
は
寝
る
場
所
か
ら
離

す
、
③
窓
の
近
く
で
寝
な
い
、
①
軽

い

も
の
は
上
に
、
重
い
も
の
は
下
に
置
く

２
　
家
具
を
固
定
し
ま
し
ょ
う

ポ
イ
ン
ト
　
①

Ｌ
字
金
具
や
ポ
ー
ル
式

器
具
な
ど
を
活
用
し
、
家
具
の
転
倒
防

止
を
行
う
、
②
吊
リ
タ
イ
プ
の
照
明
器

具
は
揺
れ
な
い
よ
う
に
固
定
す
る
、
③

高
い
と
こ
ろ
に
危
険
な
も
の
を
置
か
な
い

瘍
対
策
２
　
防
災
情
報
の
収
集
方
法
と

家
庭
の
備
え
を
確
認
！

災
害
時
に
は
、
情
報
収
集
が
重
要
で

す
。
災
害
時
に
必
要
な
情
報
が
携
帯
ま

ヽ

ご
自
分
の
備
え
を
見
直

　

た
は
ス
マ
ー
ト

フ
ォ
ン
に
自
動

的
に
届
く

「お

お
さ
か
防
災
ネ

ッ
ト
」
の
防
災

情
報
メ
ー
ル
配

信
サ
ー
ビ
ス
に

事
前
に
登
録
し

て
お
き
ま
し
ょ

う
ｃ
ま
た
、
阪

神

・
淡
路
大
震
災
で
は
、
停
電
６
日
、

ガ
ス
停
止
８４
日
、
水
道
停
止
９０
日
と
、

ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
の
復
旧
に
相
当
の
時
間

を
要
し
ま
し
た
。

大
阪
北
部
地
震
で
は
、
ガ
ス
が
お
よ

そ
１
週
間
、
６
４
，
０
０
０
戸
が
、
供

給
停
止
し
ま
し
た
。
災
害
時
に
各
種
ラ

イ
フ
ラ
イ
ン
が
止
ま
る
こ
と
を
想
定
し

て
、
ご
家
庭
で
水

。
食
料
ほ
か
災
害
用

品
を
備
え
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

〈
飲
料
水
〉

３
リ

ッ
ト
ル
×
７
日
分
×

家
族
の
人
数

〈
食
料
〉
３
食
×
７
日
分
×
家
族
の
人
数

〈
災
害
用
品
〉

懐
中
電
灯
、
ラ
ジ
オ
、

非
常
用
ト
イ
レ
、
卓
上
コ
ン
ロ
、
カ

セ

ッ
ト
ボ
ン
ベ
な
ど

ヽ

な
対
策
３
　
防
災
訓
練
に
参
加
―

市
内
各
地
域
で
は
、
秋
か
ら
冬
頃
に

か
け
て
、
自
主
防
災
組
織
が
中
心
と
な

り
、
小
学
校
な
ど
で
防
災
訓
練
が
行
わ

れ
て
い
ま
す
。
訓
練
で
は
、
誰
も
が
災

害
時
に
率
先
し
て
行
動
で
き
る
よ
う
に
、

各
地
域
が
工
夫
を
凝
ら
し
、
様
々
な
メ

ニ
ュ
ー
を
設
け
る
な
ど
、
防
災
意
識
を

高
め
る
た
め
の
取
組
み
を
行

っ
て
い
ま

す
。
効
果
的
に
防
災
知
識
を
得
る
機
会

と
な
り
ま
す
の
で
、
ご
家
族
や
お
近
く

の
皆
さ
ん
と
と
も
に
、
ぜ
ひ
ご
参
加
く

だ
さ
い
。

蛯
対
策
４
　
防
災
行
動
シ
ー
ト
を
参
考

に
、
災
害
時
の
行
動
を
事
前
協
議
―

「わ
が
家
の
防
災
行
動
シ
ー
ト
」
を

今
年
の
広
報
６
月
号
と
同
時
配
布
し
ま

し
た
。
こ
れ
は
、
大
規
模
な
災
害
が
起

き
た
と
き
、
ま
た
は
起
き
そ
う
な
と
き

に

「
い
つ

。
ど
こ
へ

。
ど
の
よ
う
な
」

行
動
を
取
れ
ば
よ
い
の
か
が
わ
か
る
よ

う
に
、
災
害
ご
と
に
避
難
所
な
ど
を
記

入
で
き
る
シ
ー
ト
で
す
。

災
害
発
生
時
に
急
に
考
え
て
、
行
動

す
る
こ
と
は
難
し
く
、
普
段
か
ら
備
え

て
お
く
こ
と
が
重
要
で
す
の
で
、
各
ご

家
庭
で
話
し
合

っ
て
、
ご
家
族
全
員
が

見
る
こ
と
が
で
き
る
場
所
に
貼

っ
て
お

き
ま
し
ょ

つゝ
．

酪
地
震
災
害
初
動
確
認
訓
練

地
震
か
ら
１
年
が
経

っ
た
、
令
和
元

年
６
月
１８
日
（火
）
に
は
、
大
阪
北
部
地

震
と
同
規
模
の
地
震
を
想
定
し
た

「地

震
災
害
初
動
確
認
訓
練
」
を
開
催
し
ま

し
た
ｃ
こ
の
訓
練
は
、
大
阪
北
部
地
震
の
教

訓
を
踏
ま
え
、
発
災
時
の
迅
速
な
避
難

所
開
設
や
運
営
体
制
な
ど
、
災
害
初
動

期
に
お
け
る
動
作
を
確
認
し
た
も
の
で
、

自
主
防
災
組
織
の
役
員
、
施
設
管
理
者
、

市
の
３
者
に
よ
る
関
係
者
間
の
実
働
的

な
訓
練
を
展
開
し
ま
し
た
。
当
日
は
、

約
６
０
０
人
の
参
加
が
あ
り
、
参
加
者

は
協
力
し
な
が
ら
熱
心
に
訓
練
を
行
い

ま
し
た
。

問
合
先
　
茨
木
市
　
危
機
管
理
課

８
６
２
０
１
１
６
１
７

（直
通
）

轟議謹か鑢簑轟ット
●
=■
.:■●|■
=■
:■■■||三f==■ |■■|

■1=■ .■
=ir―
■,キ■■■
=FI■
■|■

0=彗警苺 ==■   |

:=れ鯉1 雛|=■
::輩 ,裁 1 晰

豪ず,●●‐|=

轟菫癬轟
シ嬢ト

咸 疵



令和元年 (2019年 )8月 15日 第 66号 (4)

ｎ

ｕ

《令蒻元年度 茨本1議1繭澱1会蓮査会亀購:書内9地区G校区で難しもヽ会長薔こ1書わ
―
もて0ヽ譲1彗よ)

ヽ

t

名 称 代1表者名 校 区

茨小校 区 自治会連合会 坂本 茂治 茨 木
春 日地 区 連 合 自治 会 小嶋  國夫 春 日

春日丘小学校区連合自治会 岡村徳次郎 春日丘

三 島 地 区 連 合 自治 会 大島 一夫 三 島
中条地区自治会連絡協議会 岡崎 義彦 中 条
玉櫛地区自治会連絡協議会 大畠 弘明 玉 櫛
安威地区自治会連絡協議会 辻本 元衛 安 威
玉 島 地 区 連 合 自治 会 長田 佳久 玉 島

福 井 地 区 自治 会 連 合 会 阿部 芳也 福 井

清渓地区自治会連絡協議会 中谷  光 清 渓
見山地区自治会長連絡協議会 九鬼  実 忍頂寺
石河地区自治会連絡協議会 大西  稔 安威.忍頂寺

大池地区自治連絡協議会 水原  孝 大 池
豊川地 区 自治会連合会 小路  道雄 豊 川

中津校 区 自治会連合会 大島 勝久 中 津
東小校区連合自治会長会 小林 壱規 東

水尾校区自治会連絡協議会 中西 政雄 水 尾

名 称 代表者名 校 区

新 郡 山 自治 連 絡 協 議 会 日野  宏子 郡 山

太田小学校区連合自治会 秦 富士夫 太 田
天王地区自治会連絡協議会 畑  冨男 天 王
葦 原 地 区 連 合 自治 会 矢頭  周 葦 原

郡校区まちづ くり協議会 西野  修 郡

庄栄校区自治会連絡協議会 関野 武良 庄 栄
沢池地区 自治会連合会 山口 正弘 沢 池

畑 田地 区 自治会連合会 鶴田 哲夫 畑 田
山 手 台 連 合 自 治 会 深海  勝也 山手台

耳 原 地 区 連 合 自治 会 長谷 光雄 耳 原
穂 積 校 区 連 合 自治 会 竹 中 哲男 穂 積

白川小学校区連合自治会 毎川百合子 白 り||

東奈良小学校区連合自治会 平里 勝也 東奈良

西 地 区 自治 会 連 合 会 三輪  紀雄 西

西河原小学校区連合自治会 平野  博 西河原
彩 都 西 自治 会 協 議 会 松本 和久 彩都西

(※事前申請をされた方は、令和2年 3月 31日 (火)までに実績報告が必要です。)      |
対  象 i道路や公園に面した高さが80 cm以上のブロック塀等で、市の点検表により厚さ 傾き等が不適合

な状態にあるもの

補 助 額 :通学路 =上限30万円、その他 =上限20万円
※その他要件、手続きに必要な書類等の詳細は市ホームページをこ参照、または

茨木市建設管理課までお問い合わせくださしヽ。

申請場所 :市役所 南館4階 建設管理課
受付時間 :平日 午前 9時～午後 5時
間 合 先 :茨木市建設管理課 620-1650(直 通 )

本市プロツク塀等撤去事
、令和 2年 1月 31日 (金)です。

■|:|■■|■■■

愈各織棚冒∫
西
瑾1舅鞘 属顔Ъ2ま |:

ででお願いします。            |:
茨木市市民協働推進課 (茨木市自治会連合 |:

会事務局 :市役所本館2階 ]0-①番窓□うギ:

茨木市自治会連合会では、「自治会加入案内チ

ラシ」(A4版 )、 「自治会八ンドブック」(冊子)を
作成しております。各自治会で未カロ入世帯に加入

促進される時に是非こ活用ください。

こ希望の場合は、茨木市市民協働推進課 (茨木

市自治会連合会事務局 :市役所本館 2階 ]0-①
番窓口)までこ連絡もしくはお超しください。

電話 :620-1604(直通)


